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側からではなく《敵》側から描く点に特徴がある。事件の主役であるはずの指導者フメリネィーツィケ イはほとんど登場せず、専ら敵方の《英雄》であったイェレミ ヤ公の苦悩に焦点が当てられる。ネチューイ＝レ ーツィケィイは、 ェレミーヤ公の暴虐の裏に精神的な病理を見出そうとした である。　
作家は、しばしば見られるような ウクライナの独立戦争に
登場す 敵方の型通りの悪人の記号とし ではなく、彼自身持つウクライナ人生来 意固地さと、周囲の悪意に絡め取ら
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れて道を誤った、苦しむ一人の人間として公を理解しようとした。だがしかし、事件当時の文献史料や後世の年代記の記述を基に描かれるその暴虐は、彼に人ならぬ怪物性を賦与するのである。　
イェレミーヤの病理は、絶え間ない周囲からの精神的・政治
的圧迫と、それを撥ねつけんとする自尊心の葛藤に起因する。その心は本人も気づ ぬうちに傷つけられているが、それと同時に、虐待の反動により極端なまでの力への渇望と依存、周囲のすべてを見下す高慢な自我が形成される。ポーランド人から受けた差別と圧力、それ 対し父祖伝来の信仰を死守するよう脅迫する母の板挟みとなり、至高の権力 得る め差別者側へ改宗したイェレミーヤに 潜在的 激しい自己嫌悪が植え付けられる。　
自己嫌悪は、自らの所属する集団への憎悪として表出する。
それは、第一に同じウクライナの民であるコサックや領民である。彼らに対する厳しい刑罰は 自己処罰願望の発露である。それはやがて 自分が組みし ポーランド人への憎悪へ転換し、この世のすべてを憎むこととなる。　
マリー・ボナパルトはマゾヒズムやサディズムの根源とし






























の世界は、その極めて高貴な血筋、ウクライナの広大無辺 領地と無尽蔵の富、強力無比の兵力、倦むことを知らぬ知力体力、身体的及び装飾の美、 感情の激高と憂鬱 大仰な罵詈雑言、 延々と続く酒宴など、誇張法によって彩られてい が、あらゆる過剰性は英雄性に結びつくと同時に 怪物的である。　
だが、彼を彩る怪物的世界はすべてウクライナ ら出たもの
なのである。作家が描いたのは、ウクライナを痛めつける非ウクライナ的悪党ではなく、世界と折り合いをつけ なくなった、あくま ウクライナ人 表象な である。
発表日
　
二〇一七年五月二十二日（月）
